
１　宝塚市立小学校及び中学校の適正規模並びに適正配置に関する基本方針とは

　　本市では、少子化の影響により、全市的には児童生徒数が減少し、学校は小規模化の傾向にある一方、今もなお、局地的な住宅開発による児童生徒数の増加により、過大規模化する学校があります。このため、学校規模に起因する教育効果や学校運営をはじめ、教育環境の公平性に課題が生じています。

　　子どもたちが等しく、望ましい教育を受けるためには、適正な規模の学校を適正に配置し、より良い教育環境を整備していく必要があります。

　　そのため、本市の学校規模適正化について、適正化の必要性や適正な学校規模の範囲、適正化への手法と併せて適正化の留意点などを取りまとめた「宝塚市立小学校及び中学校の適正規模並びに適正配置に関する基本方針」（以下「基本方針」という。）を策定し、取り組みます。

２　基本方針（案）策定の経過
　　基本方針（案）の策定に当たっては、平成24年(2012年)４月に知識経験者で構成する「宝塚市教育環境のあり方協議会」からの提言を基づき関係部署の意見を取りまとめ、平成26年(2014年)３月から教育委員会において、過大規模校や小規模校の視察や学校長からの意見聴取を行うなど、実態把握に努めるとともに、大規模校と小規模校の両方の視点から具体的な検討を行い、この程、基本方針（案）として取りまとめました。

３　基本方針（案）の構成
　　第１章　基本方針の策定に当たって

　　Ⅰ　基本方針策定の目的
　　Ⅱ　児童生徒数の推移
　　Ⅲ　これまでの提言等
　　　　１　宝塚市行財政改革推進委員会

　　　　２　宝塚市教育環境のあり方協議会

　　第２章　学校規模適正化の基本方針について
　　　Ⅰ　学校規模適正化の基本的な考え方
　　　　１　小規模校における学校規模適正化の必要性
　　　　２　大規模校における学校規模適正化の必要性
　　　Ⅱ　学校規模の適正化の基本方針について

　　　　１　本市における学校規模の分類

　　　　２　学校教育法施行規則による学級数の標準との差

　　　　３　西谷小学校及び西谷中学校の小規模校の例外

　　　　４　本市における学校規模の分類
　　　Ⅲ　適正な学校規模への手法
　　　　１　小規模校における適正化の手法
　　　　２　大規模校における適正化の手法
　　　　３　その他、教育環境を整備する手法
　　　　４　適正規模化に係る施策を講じるまでの手段
　　　　５　適切な通学方法及び通学距離の基本的な考え方
　　　Ⅳ　地域コミュニティの核としての学校
　　　Ⅴ　学校規模の適正化の留意点
　　　Ⅵ　学校規模の適正化の進め方　～保護者、地域との連携・協力～
　　　Ⅶ　長期的な視点に立った教育環境の整備について
　　　　～小学校と中学校の通学区域の整合性～

４　基本方針（案）のポイント
○第２章　学校規模適正化の基本方針について

Ⅱ　学校規模の適正化の基本方針について
　　　１　本市における学校規模の分類（P4）
　　　　　本市では、学校教育法施行規則等の関係法令や国の見解を基本としつつ、各学校の保有教室数や運動場等の設備など総合的に勘案した結果、「適正な学校規模」を次のように設定します。
　　　　　ただし、地域の実情その他により特別な事情がある場合は、この限りではありません。
	小　学　校
	１２学級（各学年２学級）～２４学級（各学年４学級）

	中　学　校
	　９学級（各学年３学級）～１８学級（各学年６学級）


　　　４　本市における適正な学校規模の分布（P5）

　

　Ⅲ　適正な学校規模への手法（P6）

　　　１　小規模校における適正規模化への手法

　　　　（１）学校の統合

　　　　（２）通学区域の変更

　　　　（３）通学区域の弾力的運用
　　　２　大規模校における適正規模化への手法
　　　　（１）通学区域の変更
　　　　　　①通学区域の変更
　　　　　　②開発地域の通学区域の変更
　　　　（２）通学区域の弾力的運用

　　　３　その他、教育環境を整備する手法
　　　　（１）義務教育学校の導入　　他
　Ⅳ　地域コミュニティの核としての学校
学校の統合や通学区域の弾力的運用を行う場合は、地域に求められる機能を果たすよう保護者や地域との十分な協議・検討を進め、「地域とともにある学校づくり」の視点を踏まえた議論を行います。
　Ⅵ　学校規模の適正化の進め方　～保護者、地域との連携・協働～

学校規模の適正化を進めるに当たっては、該当地域ごとに「（仮称）適正化検　　討委員会」を設置し、行政の持つ情報を保護者や地域にも公開し、諸課題については、学校・保護者・地域・行政が連携しながら具体的な方策を検討し、協働による教育環境の整備に努めることとします。
５　意見募集の目的
基本方針（案）に市民の皆さんからのご意見を反映するため、パブリック・コメント（意見募集）を実施するものです。
　　　なお、意見募集のため公表する内容は、次のとおりです。

　　　①　宝塚市立小学校及び中学校の適正規模並びに適正配置に関する基本方針（案）への意見募集について
　　　②　宝塚市立小学校及び中学校の適正規模並びに適正配置に関する基本方針（案）　概要版
　　　③　宝塚市立小学校及び中学校の適正規模並びに適正配置に関する基本方針（案）
　　　④　別紙「意見提出用紙」
６　基本方針（案）の公表方法について
　　　宝塚市ホームページ（http://www.city.takarazuka.hyogo.jp）の教育委員会管理部　学事課のページのほか、市役所2階の教育委員会事務局学事課、市役所1階の市民相談課、各サービスセンター・サービスステーション、各人権文化センター、各公民館、各図書館、スポーツセンター及び教育総合センターで公表しています。

７　意見募集の期間
　　　平成28年(2016年)1月4日(月)から平成28年(2016年)2月3日(水)まで
８　意見の提出方法
　　　別紙「意見提出用紙」に、氏名、住所、電話番号、市内に在勤・在学の人は会社名・学校名などを明記し、基本方針（案）に関する意見を記載した上で、市役所2階の教育委員会事務局学事課へ持参・郵送・ファクシミリ・電子メールのいずれかの方法により、募集期間内にご提出ください。

ただし、郵送の場合は、平成28年(2016年)2月3日(水)必着とします。

　　　なお、電話などによる口頭での意見提出はできません。

　　　また、提出いただいたご意見に対し、個別の回答はしませんのでご了承ください。

９　提出先・問い合わせ先
　　　〒665-8665　（住所記載不要）「宝塚市教育委員会事務局　学事課」

　　　電話番号　　　　　　０７９７－７７－２３６６（直通）

　　　ファクシミリ　　　　０７９７－７１－１８９１

　　　電子メールアドレス　m-takarazuka0111@city.takarazuka.hyogo.jp（～1/31）

　　　　　　　　　　　　　m-takarazuka0111@city.takarazuka.lg.jp（2/1～）
　　　市役所所在地　　　　宝塚市東洋町１番１号（学事課は市役所2階です。）
１０　意見の公表方法
　　　ご提出いただいたご意見（パブリック・コメント）については、個人、法人などの権利利益を害するおそれのある情報（住所、氏名等）を除き、その全体をとりまとめ上で、ご意見の採否及び市教育委員会の考え方とともに、市ホームページで公表するほか、市役所2階学事課、市役所1階市民相談課、各サービスセンター・サービスステーション、各人権文化センター、各公民館、各図書館、スポーツセンター及び教育総合センターで配布します。
宝塚市立小学校及び中学校の適正規模並びに適正配置に関する基本方針（案）への意見募集について
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